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  平成１９年５月６日から 

「指静脈認証機能付きＩＣキャッシュカード」が 
     全国で利用できます！ 

－提携金融機関との相互利用がスタート－ 
 
 
 
  京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、平成１９年５月６日（日）より、「指静脈認証機能付
きＩＣキャッシュカード」について、指静脈認証方式を採用する金融機関と相互利用を開

始しますのでお知らせいたします。 
 
当行では、偽造・盗難キャッシュカードの不正使用による被害防止策として、平成１７

年１１月に全国の金融機関で初めて「指静脈認証」方式によるＩＣキャッシュカードを導

入し、平成１８年１０月からは、日本郵政公社と「指静脈認証」方式によるＩＣキャッシ

ュカードの相互利用を開始しております。 

 

５月６日（日）からは、「指静脈認証」方式を採用する提携金融機関において相互利用が

開始されることに伴い、当行も参加いたします。 

これにより、全国規模での利用が可能となり安全性・利便性が一層向上いたします。 

 

京都銀行では、今後ともより安全に、より便利にご利用いただけるサービスを進めてま

いります。 

 

記 
 
１．取り扱い開始日 

平成１９年５月６日（日） 
 
２．「指静脈認証」方式で相互利用が出来る提携金融機関 （平成１９年５月６日時点） 

     ２５行   
    京都銀行､三井住友銀行､みずほ銀行､りそな銀行､埼玉りそな銀行､住友信託銀行､みずほ信託銀行､               

     千葉銀行､近畿大阪銀行､紀陽銀行､秋田銀行､千葉興業銀行､第四銀行､但馬銀行､阿波銀行､鹿児島銀行､  

     栃木銀行､愛知銀行､京都信用金庫､尼崎信用金庫､鹿沼相互信用金庫､朝日信用金庫､岐阜信用金庫､ 

     知多信用金庫､第一勧業信用組合 

※ 別途、日本郵政公社 （平成 18年 10月開始済み） 
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３．対象となるお客さま 
 
ＩＣキャッシュカードに「指静脈情報」を登録されている個人のお客さま  

         ※  当行の指静脈認証機能付きＩＣキャッシュカードの発行累計枚数は、  
             １５８千枚（４月２７日現在）となっております。 

 
 
４．安全性・利便性について 

  
（１）安全性の向上 

          指静脈認証方式を採用する提携金融機関のＩＣカード対応ＡＴＭで、指静脈 
        情報を登録したＩＣカードを使用した場合、生体認証を行うことにより、厳格 
        な本人確認が可能となり、安全性が一層向上します。 

 
（２）利便性の向上（支払限度額の引き上げ） 

          指静脈情報を登録した当行のＩＣキャッシュカードで、提携金融機関のＩＣ 
        カード対応ＡＴＭを利用する場合、１日あたりの支払限度額は、従来１日あた 
    り１００万円が２００万円まで可能となり、利便性が向上します。 
 
         なお、指静脈情報を登録した当行のＩＣキャッシュカードで、当行のＩＣ 
    カード対応ＡＴＭを利用する場合には、支払限度額の制限はありません。 
            
 

  ＜参 考＞   

      当行のＩＣキャッシュカード対応ＡＴＭの設置状況（平成１９年５月１日現在） 

 

          ＡＴＭ設置のある全店舗（京都府１０２、大阪府１８、滋賀県６、奈良県４、兵庫県２、  
                       東京都１） 

       および商業施設や駅等を中心とした店舗外ＡＴＭコーナー 合計３４４台    

                                                           
 

以 上 


